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紅花に関する研究

覿5報　転換畑における紅花のマルチ栽培について

桃谷　　　英・結城　勇助
（山形県漫談）

1　ま　え　が　き

米の生産調整に伴う転作作物として，本県特産の紅

花が導入されている。しかし，転換畑に紅花を栽培す

ると，一般畑に比較し生育が劣る。また，紅花は生育

期間が短いため，生育の遅れが収穫期まで回復できず

減収する。これらの生育遅延の原因として，転換畑の

春先の地温が低いこと，また，土壌構造が粗いことか

らくる根の生育阻害．養分吸収阻害なども考えられる。

そのため，地温を上げるためのマルチの効果と増肥の

効果について検討した。

2　試　験　方　法

1　供試圃場　転換初年目圃場

2　1区面積および区制　1区157㌦　2区制

5　供試品種　もがみべにばな

4　供試フイルム　透明ポリフイルム

5　供試条件

（1）標肥マルチ区

は）増肥マルチ区（療肥の倍量）

（3）増肥区

（4）原肥区

‘　耕種概要

（1）播種期4月19日（2）栽植密度75（Ⅶ×15CⅦ

（2粂千鳥植）（3）施肥呈（アール当たり晦）N－0．8

P205－1．0　Ⅹ20－1．5　堆肥150　苦土石灰10　壷焼

りん5．0

5　試　験　結　果

1　地温と土壌水分

第1表　土壌水分の変化

地温については第1回に示すように，マルチするこ

とによりA址10，00で1～2℃の地温上昇があり，PM

2・00では5℃の地温上昇効果がある。また，地温上

昇効果は晴天の口に大きい。しかし，生育が進むに従

い地表が遮臆されるため，地温上昇効果は低下し，効

果の持続期間は播種後70日程度である。

また，土壌水分も明らかに高く経過し，特に生育初

期の段階で頗著である。しかし，作物が生育するに従

い水分の吸収も多くなるため，d月上旬よりマルチ，

裸地とも土壌水分は，ほぼ同じように経過する（第1

表）。

月　　　　5

第1図　地温の変化（地下5m）

（単位　fF）

　 月

区 名 半 句

5 d

2 5
l　 4

5 d 1 2 5 4 5 d

マ　 ル　 チ 1．0 1．0 1．4 1．7 1．8 1．1 1．9 1．8 1．9 2 ．0 1．2

裸　　 地 1．8 1．0 1，8 1．9 2 ．0 1．4 1．9 1．9 1．9 2 ．0 1．2

2　生育調査

マルチすることにより発芽は良好整一であり，発芽

日数もマルチ区で8日，珠地区で11日であり，マル

チすることにより発芽日数は5日ほど短縮した。
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また，生育もマルチにより促進される。5月27日

にかする生育調査においても，マルチ区の草丈19m

乗数9枚に比べ，裸地区では草丈15の刀，英数d・5とマ

ルチによる生育促進効果は大きく，その後の生育もマ

ルチ区が優れている（第2表）。このことは．マルチ

することにより草丈の伸びが早く，また，出菓日数も

第2表　生　育　調　査

早いことである。そのため，開花期においても菓数は

マルチ区で2枚前後多く，また，収貴を大きく左右す

る分枝数もマルチ区で多い（第2図）。増肥が生育に

及ぼす効果は，マルチ，裸地区とも原肥に比べ草丈，

菓教，分枝数が若干優れている。

5 ／2 7 d ′1 7

草　　 丈 菓　 数 草　 丈 分　枝 数 乗　 数 草　 丈 分　枝　数

裸　　　 地
∽

枚 m 本 枚 m 本

1 5．2 6．7 7 5 ．0 8．7 5 1，0 8 2 ．5 8．7

マ　　 ル　　 チ 1 鼠5 鼠2 8 5．5 1 0．8 5 2．5 9 0．1 1 0．9

裸　　　 地 1 4．8 ‘．5 7 5．1 8．8 5 0．7 8 1．7 8．d

マ　　 ル　　 チ 2 1．1 鼠2 8 4．4 1 1．1 5 5．1 9 2．4 1 1．7

杖

裸
　
地

積　肥

（本）

（
分
枝
数
）
　
　
1
1
　
1
0
　
9

第2図　菓数，分枝数の反応（開花期）

第5表　開花期における養分含有率と養分吸収量

開花期における乾物重は，マルチすることにより各

器官とも増加した。これはマルチすることにより草丈

分枝数が増加することによるものであり，特に絵巻，

茎の部位の乾物重増加が著しい。

5　養分含有率と養分吸収量

養分含有率についてみると，Wは葉，P205は総葛，

E20は葉の部位で含有率が高く，またN，ア205，Ⅹ20

ともマルチすることにより含有率は高まる傾向にある

（第5表）。

増肥した場合の各養分の含有率は，裸地の場合増肥

することにより含有率は高まるが，マルチの場合は判

然としない。これは，増肥することにより標把よりも

養分吸収がスムーズに行われる反面，地温が低いため

地上部の生育が充分でないため，含有率が高まったも

のと思われる。それに反し，マルチの場合は養分吸収

が乾物生産に連なるため含有率には現れないものと考

える。

　 項 目

区 名

部　　 位

養 分 含 有 率 （ 対 乾 物 牒 ） 凰 乾 重

毎 ′ a ）

養 分 吸 収 量　 （グ ／ a ）

N P 2 0 5 K 2 0 C a O M g O y P 2 0 5 K 2 0 C a O M g O

揆

肥

裸　　 地

総　　 ■葛 5 ．1 1 1．0 9 1．9 4 2 ．00 1．0 ° 2 6．8 7 5 5 28 5 46 9 4 8 2 2 5 7

棄 5．4 8 0 ．8 2 4 ．8 8 5 ．7 0 0 ．6 2 R S 5 0 0 5 ° 4 18 5 18 5 4

茎 0 ．6 0 0．5 ° 2 ．d O 0 ．7 7 0 ．2 1 20 ．4 1 10 1 D 4 4 7 9 1 4 5 5 9

計 5 8 ．7 1，16 5 4 2 5 1．5 6 d 9 4 5 5 5 D

マ　 ル　 チ

縁　　 石 2 ．9 5 1．1 2 2 ．5 2 2 ．2 8 1．10 5 5 ．0 88 1 5 5 1 69 5 8 8 0 5 5 0

菓 5．1 4 0．d 4 5 ．2 7 4 ．19 0．4 4 1 2 ，5 5 5 0 7 1 5 6 d 4 87 4 9

茎 0．4 7 0．4 7 2 ．4 2 0 ．8 1 0．1 5 5 ．7 1 1 2 1 1 1 5 6 5 14 4 5 1

計 7 1．0 1，5 4 5 5 1 5 1，8 2 4 1．2 9 1 4 10
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第5蓑　つづき

　 項 目

区 名

部　　 位

養 分 含 有 率 （対 乾 物 ％ ） 凰 乾 重

（噂′a ）

養 分 吸 収 量　 （夢／a ）

N P 2 0 5 Ⅹ2 0 C a O M g O N P 2 0 5 Ⅹ2 0 C　a O M g O

増

肥

裸　　 地

総　　 萄 2．4 ° 0．9 7 2．05 2．19 1，06 2 ＆ 7 8 2 5 2 4 5 5 0 7 5 4 7 2 8 7

菓 5．19 0．d O 4．8 8 5．77 0．6 1 鼠7 2 8 ° 55 4 5 d 5 5 9 5 5

茎 0．4 5 0．4 7 2．58 0．75 0．17 1 8．2 7 1 7 8 5 9 1 1 2 4 2 9

計 54．8 9 8 2 5 7 2 1，5 5 4 1，0 1 0 55 1

マ　 ル　 チ

総　　 壱 2．9 6 1．09 2．10 2．21 1．0 7 5 4．8 9 5 5 54 5 6 8 1 8 9 d 5 5 8

菓 5．21 0．57 5．19 5．5 5 0．5 7 1 2．9 5 7 5 d 7 8 0° 59 0 ‘7

茎 0．47 0．4 9 2．2 0 0．8 2 0．17 2鼠 2 1 2 7 15 1 5 8 4 2 19 4 7

計
l

78．9 1．4 5 5 5 4 5 1，8 5 1 1，50 5 5 5 2

4　収　　量

マルチすることにより，収量はアール当たり1．48時

で裸地に比較し57帝の収量増加となった（第5図）。

これは，マルチすることにより地温が高まり土壌水分

も高く経過するため，草丈の伸びが早まり出葉日数も

早まるため乗数も増加する。このため，着花数を決定

する分枝数も増加したことが収量増加につながったも

のと思われる。また，増肥の効果は低く，裸地で‘蕗

の収量増加に過ぎない。
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以上のように，転換畑において紅花の生育，収量に

対して増肥よりもマルチの効果が瞳めて高い。

4　む　　す　　び

1　地温は，マルチによりAM10．00で1～2℃，

pM2．00で5℃前後高い。また．土壌水分もマルチす

ることにより低く経過する。

2　発芽は，マルチにより5日ほど早まり，その後

の生育の促進度合も大きい。しかし．増肥の生育に及

ぼす効果は低い。

5　マルチにより各部位の乾物重が増加し，Ⅳ・P・

Kの含有率も高まる。また，増肥による養分吸収は，

マルチにより顕著に増大する。

4　収量は，マルチによりアール当たり1．48昭で裸

地に比べ57蕗の収量増加となった。しかし，増肥の

効果は低く，これらのことより，転換畑で紅花の生育

・収量を増大するには，増肥よりもマルチの方が効果

的であることが明らかとなった。

線型計画法による稲作転換作物の選択

竹田　信二・五十鈴川寛
（山　形　県農　試）

1　ま　え　が　き
がある現状においては，稲作部門の合理化と併せて，

これを所得的，労働的に補完する作目の導入を図り，

水田の規模拡大を前提とした経営の発展に強い制約　　経営の複合化を進めることが経営発展の一方法と考え




